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に対処（coping）という概念で研究が進められてきた（Folkman and Nathan 2010：小杉・大
塚 2002）．
　この対処という概念は，学問的には心理学に位置づけられる．特に，心理学におけるストレス
研究に位置づく概念である（Lazarus and Folkman 1984＝1991）．ストレス研究における理論的















































　ラザルスとフォルクマンは上の分類とは異なる 2 つの対処の類型を考えた．1 つは，課題解決










（Lazarus and Folkman 1984＝1991）．2 点目は，個人がとる対処を規定する社会構造的な要因
は基本的に問わないということである．あくまで諸個人の評価，対処，その結果としての適応と
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重 ABC・X モデルからである（藤崎 1985：石原 2008：McCubbin and Patterson 1981）．以下，
対処概念を扱っている二重 ABC・X モデルについて述べていく．
　二重 ABC・X モデルでは，第 1 段階として ABC・X モデルを置く．この第 1 段階のあとに
もう 1 段階，家族ストレスの過程を置いている．その中で，対処という概念が位置づけられる







































　近年，家族社会学の中で注目される概念の 1 つに家族戦略という概念がある（小島 1998：西




















































パラダイムと称して，4 つの概念を組み合わせた理論モデルが示されている（Elder etal 2009）．
この理論モデルは，ライフコースにおける個人間の差異がどのように生まれるのかを説明するこ
とを目的に作られている．


















































































































































































































適応という概念を含んでおり，心理学的な概念を基盤としている（Moen and Wethington, 1992）．
２．比較的同様な理論構成をもつ議論に，1970 年代から 80 年代にかけて，米国の家族研究で展開された
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